














　本稿は、2018 年に京都大学東京オフィスにて開催された第 4 回 TAE 質的研究シンポジウ
ムにおける口頭発表（清水 2018）に加筆修正を行ったものである。
　近年、文化庁文化部国語課の調査（平成 27 年 11 月 1 日）によると、日本語学習者数は
191,753 人にのぼり、学習者が急増していることがわかる。学習者の急増に対して、日本語















A 日本語学校で非常勤の日本語教師として週 1 回働き始めた。A 学校は当時珍しく、スリラ



































　2 度目に勤めた B 日本語学校は A とは違い大規模学校だった。講師の数も多く、私と同年
配の新人教師もおり、どちらかというと 30 ～ 40 代までの女性教師で占められていた。男性






































　調査の時期：2016 年 10 ～ 12 月にかけた 4 回
　調査協力者：日本語教師 4 名。教育経験 （N さん非常勤 1 年  I さん非常勤 3 年  筆者非常勤













































収集シートに書き留めた。全部で 23 場面あった。表 1 に一部を示す。
（表 1．実例収集シートの一部）




















































がまん くるしい きつい  信じてもらえない  むなしさ  一員ではない  自分をおとしめる  自由ではない 不安






　この感じは、【　　なまりを飲み込んで  自由を  おそれる　　】という感じである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥さらに探りたい感覚が最も強い語に、二重下線を引く。

















































無理やり飲み込み、下している。そのまま飲み込んでいるので、問題に対する私自身は変化し   ない。つ

































　4.2.1 で見出したパターンを交差させ、得られた気付きを表 5 の該当箇所に書き加えていった。
— 68 —
日本語学校における非常勤日本語教師の葛藤研究
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